
学級活動（人権）学習指導案 

１ 主 題 真実を知り、自分の行動へ 

２ 主題設定の理由（省略） 

３ ねらい 

 同和問題についての理解を深め、差別を許さず、身近な人を大切にするために、自分たちがで

きることを考え、行動しようとする態度を育てる。 

４ 指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『日本の人権獲得の歴史 中世・近世』（わたしの願い） （総合的な学習の時間）  ２時間 

                                                     （道徳科）               １時間 

  

・中世から近世までの人権の歴史を理解し、差別されていた人々が社会や文化を支え、たくまし

く生きてきたことを理解させる。                               （総合的な学習の時間） 

・差別の不合理さに気付き、差別解消への意欲を高める。            （道徳科） 

『人権作文意見発表会』 

（総合的な学習の時間）１時間 

 

・人権問題等について、他者の意見を

しっかりと受け止め、自分の生き方

を見つめ、主体的に問題解決に取り

組む意欲を高める。 

『阿南中学校いじめ０宣言』 

（学級活動）１時間 

 

・『阿南中学校いじめ０宣言』につい

て考え、いじめのない学校づくりに

向けて、自らが積極的に行動しよう

とする意欲を高める。 

『そんなの気にしない』 

      （東映株式会社教育映像部） 

『招かれなかったお誕生会』 

         （江口いと人権の詩） 

（総合的な学習の時間）  １時間 

（道徳科）        １時間 

（学級活動） １時間 本時３／３ 

 

・「無知・無理解・無関心」によって、

大切な人を傷付けてしまうことがある

ことを理解させる。 

（総合的な学習の時間） 

・差別の実態を知り、登場人物の思いを

想像させる。      （道徳科） 

・身近な人を大切にするために、自分た

ちができることを考え行動しようとす

る意欲を高める。   （学級活動） 

『いいところさがし』 

（学級活動）１時間 

 

・級友のよさを見つけ、伝え合う活動

を通して自己肯定感を高める。 

『自分以下を求める心』（わたしの願い）    

（道徳科）１時間 

 

・人間としてのすばらしい生き方とはどうい

う生き方であるか考えさせ、今の自分以上

をめざそうとする意欲を高める。 

『いじめっ子の気持ち』（新しい道徳１）    

（道徳科）１時間 

 

・いじめをする側の心理を通して、相手

の立場や気持ちを考え、行動しようと

する意欲を高める。 

『人権カルタ取り』 

（学級活動）２時間 

 

・阿南市の中学生が作成した人権カル

タを通して、それぞれの人権問題に

ついて解決していこうとする意欲を

高める。 



５ 本時の学習 

（１）目 標 

    これまでの同和問題の学習から、自分の生き方を見つめ直し、身近な人を大切にするた

めに、自分たちができることを考え、行動しようとする意欲を高める。 

（２）普遍的な学習のテーマ    自分の心と向き合う 

   個別人権課題名       同和問題 

（３）展 開 

学 習 活 動 指導上の留意点 

１ 前時の振り返りをする。 

 

 

２ 差別をうけて苦しんだ人が誰なのかを考

える。 

 

 

 

３ 身近な人を大切にするために、自分たちが

できることを考える。 

 

 

 

４ 「同和問題」の学習を振り返る。 

〇前時で学習した「招かれなかったお誕生会」  

 から、同和問題について振り返らせる。 

 

○無知・無理解・無関心によって、差別で大切

な人を苦しめてしまうことを知る。 

 

 

 

〇これまでの学習を踏まえ、身近な人を大切に

するために何ができるのかを考えさせる。 

〇全体に自分の意見を発表させたり、グループ

で考えを共有させたりする。      ② 

 

〇「同和問題」を学び、実際に行動する人がい

ることを知る。 

〇「同和問題」の学習で学んだことを踏まえて、

じんぺいカードに書かせる。      ① 

 

（４）評 価 

・身近な人を大切にするために、自分たちができることをしていこうとする意欲を高めるこ

とができたか。                     【価値的・態度的側面】① 

・他者の意見をしっかりと受け止めるとともに、自分の考えを表現することができたか。                       

【技能的側面】② 

身近な人を大切にするために何ができるだろう 


